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我々はMeVガンマ線天文学の開拓を目的にガスを用いた電子飛跡検出型コンプトン望遠鏡を開発し てきた。
今年コンプトン散乱電子飛跡の方向決定精度が大きく改善、普通の望遠鏡と同じように Point Spread Function
（PSF）が定義出来るようになり、コンプトンカメラで広く用いられた画像最適化アルゴリズムMLEM法を用い
ずに数度以下の PSFが実現できることがわかった。これにより有効面積と PSFから一般の望遠鏡と同じく信頼
度の高い感度が決定出来る。さらに現在の ETCC技術を発展させれば 1mCrab(106秒)の感度の実現の可能性が
高いことを示す。


